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「学ぶ意欲を引き出す学習集団」の形成を目指す小学校の特別活動

-課題解決の過程の充実を通して-

目的意識をもって取り組む
特別活動は、特別に楽しい
活動になります！



【本研究における「学ぶ意欲を引き出す学習集団」】

【本研究における特別活動の課題解決の過程】

本研究では、学級活動と児童会活動を重点的に取り組みました。その際、課題解決の過程として、「問題の発見・確認」「解決
方法等の話合い」「解決方法の決定」「決めたことの実践」「振り返り」を基本とした実践を行い、次の課題解決につなげるよう
にしました。

【特別活動における三つの視点】

「人間関係形成」「社会参画」「自己実現」の三つの視点は、特別活動において育成を目
指す資質・能力における重要な要素であり、学習過程においても重要な意味をもちます。

【特別活動の目標】

1．特別活動の目標と三つの視点とは

【知識及び技能】

多様な他者と協働する様々な集団活動
の意義や活動を行う上で必要となること
について理解し、行動の仕方を身に付け
るようにする。

【学びに向かう力，人間性等】

自主的、実践的な集団活動を通して身
に付けたことを生かして、集団や社会に
おける生活及び人間関係をよりよく形成
するとともに、自己の生き方についての
考えを深め、自己実現を図ろうとする態
度を養う。

【思考力，判断力，表現力等】

集団や自己の生活、人間関係の課題を
見いだし、解決するために話し合い、合
意形成を図ったり、意思決定したりする
ことができるようにする。

小学校学習指導要領（平成29年告示）

３．「学ぶ意欲を引き出す学習集団」とは

特別活動において課題解決の過程の充実を図ることによ
り、個人が身に付ける「自ら問題を発見し、解決する態度」
が育成され、学級集団における「自分の考えや思いを話し
合ったり、互いに高め合ったりする風土」が醸成されると考
えます。このような集団は児童が主体的に学びに向かう基
盤となると考え、本研究では、「学ぶ意欲を引き出す学習集
団」と定義します。

２．特別活動における課題解決の過程とは

人間関係形成

違いを認め合い、みんなと共に
生きていく力を育てます。

集団や社会の形成者としての見方・考え方を働かせ、様々な集団活動に自主的、実践的に取り組み、互いのよさや可能性
を発揮しながら集団や自己の生活上の課題を解決することを通して、次のとおり資質・能力を育成することを目指す。

社会参画

よりよい集団や社会をつくろうと
する力を育てます。

自己実現

なりたい自分に向けてがんばる
力を育てます。

三つの視点を意識して、
児童が課題解決できる
学習過程にしよう。

学級や学校における生
活上の諸問題から課題を
見いだし、議題を学級全
員で決定する。課題解決
の必要性を共有するとと
もに、話合いの計画を立
て、解決に向けて自分の
考えをもつ。

よりよい生活づくりのた
めに、取り組む内容や方
法、役割分担などについ
て意見を出し合ったり、く
らべ合ったりしながら話し
合う。

意見の違いや多様性を
認め合い、折り合いを付
けるなど集団としての考え
をまとめたり決めたりして
「合意形成」を図る。

決定したことについて、
自己の役割を果たしたり、
互いの良さを生かして協
働したりして実践する。

一連の実践の成果や
課題を振り返り、結果を分
析し、成長を実感したり、
次の課題解決に生かした
りするなど、実践の継続や
新たな課題の発見につな
げる。

次
の
課
題
解
決
へ

文部科学省 国立教育政策研究所 教育課程センター 「みんなで、よりよい学級・学校生活をつくる特別活動 小学校編」、平成31年（2019年）

特別活動を通して身に付けた資
質・能力や醸成された学級の風土
は、各教科等の学習にも生かされ
るんだね。

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 特別活動編

問題の発見・確認 解決方法等の話合い 解決方法の決定 決めたことの実践 振り返り



４.課題解決の過程を充実させる四つの手立て

児童が主体的に特別活動に取り組むためには、児童の目的意識を明
確にすることが大切です。そこで「活動の目標」を設定します。「活動の目
標」とは、目的および「中位目標」を実現するために、それぞれの係や班の
イベントで実現したい具体的な児童の姿や行動で表した目標です。
「活動の目標」を設定することで、児童が何のためのイベントを行うのか

という目的意識が明確になり、主体的に特別活動に取り組むことができま
す。

活動のアイデアを広い視野で考えるには、様々な児童と交流することが
大切です。 そこで「活動交流会」を実施します。「活動交流会」は、児童が
様々な児童と交流し、互いの考えを取り入れ合って高め合える場です。
「活動交流会」を実施することで、自分達では思いつかなかったアイデ

アを他者から集める機会となり、児童同士の議論の活性化につなげること
ができます。

児童が目的意識をもってイベントの計画をしてほしい…
そんなときは、「あいであつめまシート」を活用しよう！

活動のアイデアを、広い視野で考えてほしい…
そんなときは、「活動交流会」を実施しよう！

主体的に特別活動に取り組んでほしい…
そんなときは、「活動の目標」を設定しよう！

児童が活動にやりがいを感じてほしい…
そんなときは、「ありがとうカード」を活用しよう！

児童がやりがいを感じるためには、自己有用感を得る経験が必要です。
そこで、「ありがとうカード」を活用します。本カードは、児童が、互いのよさ
や頑張りを認め合い、自己有用感を高められるようにするためのものです。
本カードを活用することで、イベントを主催した係や班の児童が、自己有

用感を得たり、成果と課題を把握したりすることができます。

【児童の目的と各目標との関係性について】 【係活動における話合いの形式（例）】

児童が、目的意識をもって活動の計画を立てられるようにするためには、
何のためにイベントを行うのかを意識し続けることが大切です。そこで、「あ
いであつめまシート」を活用します。本シートは、児童が「活動の目標」を実
現するためのアイデアを集めたり、計画書として活用したりするためのもの
です。
本シートを活用することで、児童が「活動の目標」を意識した話合いを

行えるようになり、目的意識をもって計画することができます。

「あいであつめまシート」の活用

「活動の目標」の設定1

2

「活動交流会」の実施3

「ありがとうカード」の活用4

【あいであつめまシート（例）】 【ありがとうカード（例）】

イベントで実現した
い、「具体的な参加
者の姿や行動」を記
入します。

「活動の目標」を実現する
ためのアイデアを、自分で
考えたり、仲間から聞いた
りして記入します。

「活動の目標」とアイデア
を照らし合わせながら、仲
間と話し合ってイベントの
計画を立てます。

イベントを主催す
る係や班であらか
じめ「活動の目
標」を記入してお
き、イベントに参加
する児童に配付し
ます。

「活動の目標」の実現度合
を百分率で表現します。

「活動の目標」が実
現できたと思う理由
を記入します。

「 あ りが と う メ ー
ター」が100％に達
しなかった理由を、
次回につながる前
向きな視点で記入
します。

すべて記入したら、イ
ベントを主催した係
や班に渡します。



問題の発見・確認 解決方法等の話合い 解決方法の決定 決めたことの実践 振り返り 次の課題解決へ

５.課題解決の過程を重視した特別活動の実践

【課題解決の過程】

「今よりも男女が仲良くなりたい」という学級会の議題の
提案を受け、男女が今よりも仲良くなれるように、「5-3祭
り」という集会活動をするための学級会を行いました。

第５学年 学級活動
「活動の目標」を考える場面

第４学年 学級活動
「活動交流会」でアイデアを集める場面

学級通信係は、「学級で支え合えた経験をみんなに広め
る」という「活動の目標」を設定したが、学級通信に書く内
容が浮かびませんでした。状況を把握した指導者は、「活動
交流会」を実施することにしました。

他の係の人と交流して、「活動の目標」を実
現するためのアイデアを集めましょう。

係内での話合いでは、「活動の目標」を実現するための
アイデアが出なかったのですが、活動交流会でたくさんのア
イデアを得ることができました。また、「支え合い」を呼び掛
ける広告を載せようと考えた学級通信係のアイデアを、相談
を受けていたテレビ局係も取り入れたいと考えるようになり、
互いに高め合う姿が見られました。

生き物係は「みんなに『へえ！』と言ってもらう」という「活
動の目標」を設定し、「あいであつめまシート」を活用してア
イデアを集めました。そして「活動の目標」に近づくアイデア
を基に、次に行うイベントについて話し合いました。

第３学年 学級活動
集めたアイデアを基に、イベントの計画を立てる場面

「あいであつめまシート」と併せて、「協議用シート」や「机
上の掲示物」を活用することで、児童は「活動の目標」に近
づくアイデアを基に、「生き物のことでみんなが知らないこと
をクイズにする」というイベントを計画することができました。

第６学年 児童会活動
「ありがとうカード」で活動を振り返る場面

「男女の仲がよい」と言っても、いろいろな考え
方があるから、イメージの共有が必要だね。

「男女が仲良くなる」ための工夫を考えること
が、「活動の目標」の設定につながるんだね。

自分の係では思いつかなかったアイデアを得
たことで、係での議論が活性化するね。

集めたアイデアを比較し、合意形成を図るた
めのシートだね。「活動の目標」に近づくアイ
デアを上部に貼ることで、視覚的にも「活動の
目標」に近づくアイデアが分かるね。

「ありがとうカード」によるフィードバックを受け
たことで、自分たちのよさや頑張りを実感でき
たり、成果を共有したりすることができたね。

「ありがとうカード」を活用することで、新たな
課題の発見につなげることができたね。

【活動の目標の設定】

【中位目標の共有】 【「あいであつめまシート」を補うための工夫】 【自己有用感の高まりと成果の共有】

高学年が主催した「全校遊び」終了後、全校の児童から
「ありがとうカード」が届きました。この「ありがとうカード」の
内容を基に、「全校遊び」の「振り返り」を行いました。

【新たな課題の発見】

次は、「活動の目標」実現するための課題を
見つけましょう。

協議用シートを使ったり、掲示物を見たりし
ながら、「活動の目標」に近づくアイデアを考
えましょう。

【合意形成を促す協議用シート】

【別の係の児童同士による話合い】

【相談内容の打ち合わせ】

「活動の目標」が書かれた掲示物を机上に置
くことで、いつでも「活動の目標」を意識できる
ようになったね。

「男女の仲がよい」状態とは、どんな姿を想
像しますか？

他の係の児童に相談する前に、係で課題を共
有しておくことで、アイデアを集める必然性が
生まれるね。

「ありがとうカード」を使って活動の振り返り
をして、自分たちのよかったところと「全校
遊び」の成果を見つけましょう。

この後、男女が仲良くなるための工夫を出し合った結果、
「男女が協働的に物事に取り組めるようにする」という「活
動の目標」が設定されました。また、児童は、少数意見につ
いてもすべて「男女が仲良くなる」ための工夫であると考え、
それらの意見についてもできるだけイベントに取り入れてい
こうと考えました。こうして児童は、「5-3祭り」に必要な活動
をそれぞれの班で主体的に考えることができました。

「ありがとうカード」を活用したことで、「全校遊び」を主
催した児童は、自己有用感を得ることができました。また、成
果と新たな課題を把握することができ、次回の「全校遊び」
に生かすことができました。

みんなの意見を総合すると、「男女問わずに
遊びに誘える」状態ということですね。

いつでも話しかけられる
ような関係だと思います。

男女が分かれて遊ばない
ことだと思います。

男女が協力して取り
組める内容にしたら
よいと思います。

男女がグループで
活動できるとよい
と思います。

どんな工夫をすれば、男女が仲良くなれると
思いますか？

【「活動の目標」が書かれた机上の掲示物】

他の係の人に何を相談するかを係で決めま
しょう。

学級通信係

最近、学校行事がなくて「支え
合い」をテーマにした学級通信
が書けないね。

学級通信係

学級通信に載せること
がないということが悩
みだね。

テレビ局係

係活動での「支え合い」を記
事にしたらどうかな。

学級通信係

最近、学校行事が
なくて書くことが
ないんだ。

テレビ局係

広告ね。テレビ局係
でも取り入れたいな。

学級通信係

その案いいね。さらに、
「支え合い」を呼び掛ける
広告を載せてみようかな。

「ありがとうメーター」
が１００%なのはうれし
いね。

「活動の雰囲気を楽しませて
くれた」という意見があるよ。
これは成果だね。

説明がよく聞こえ
なかったようだね。 周りが盛り上がって

いただけじゃない？

でも、説明するときは、静かにする
ように呼びかける必要があるね。

理科で習った
生き物クイズ
はどうかな？

クイズね。みんなが知らない生
き物クイズの方が、「へえ！」と
言ってもらえるかもね。

そうだね。そっちのクイズの
方が上に来るね。

「活動の目標」の設定1 「あいであつめまシート」の活用２ 「ありがとうカード」の活用4「活動交流会」の実施３



６.実践後の児童と指導者の声

「自ら問題を発見し、解決する態度」の育成に
関わって…

「自分の考えや思いを話し合ったり、互いに
高め合ったりする風土」の醸成に関わって…

仲間と話し合って、もっとクラスをよくしたいと
思うようになった。

課題解決の過程を重視した特別活動を繰り返し行ったことで、学
級や学校の生活がよりよくなった経験が得られ、各教科等の学習
においても、自分たちの状況に合わせて、よりよい方法で学ぼうとす
る児童の姿が見られるようになりました。

仲のよい人が増え、安心して発表できるように
なった。

「バトンパスを上手くできれば、もっとタイムを
出せると思うから、リレーのバトンパスの練習を
したい」と自ら問題を見いだし解決しようとする
姿が、特別活動以外の場面でも見られるように
なった。

７.こんなことで悩んでいませんか？

特別活動以外の場面においても、気軽に話し
合ったり、相談し合ったりする児童の姿が多く
見られるようになった。さらに、スピーチ等でも、
自分の考えを詳しく伝えようとする姿が多く見
られるようになった。

係は児童がしたいと思うものを自由
に出し合えばよいのでしょうか？

児童が係を考えるにあたっての視点を伝えることが大切です。
例えば、みんなで決めた学級目標を実現するためには、どん
な係が必要ですかと問いかけることで、今のクラスに必要な
係について考えられるようになります。

児童が目的意識をもって、学級に必
要な係を出し合うことが大切です。

「当番活動」と「係活動」の違いは何
ですか？

「当番活動」は、清掃や給食、日直など、学級になくて
はならない仕事を全員で分担し、担当する活動です。
「係活動」は、「学級や学校の生活をよりよくする」た
めに児童が自主的に取り組む活動です。

学級の仕事を全員で分担し、担当する活動
は当番活動と呼びます。

係は児童がしたいと思うものを自由
に出し合えばよいのでしょうか？

児童が係を考えるにあたって、目的を伝えることが大
切です。例えば、みんなで決めた学級目標を実現する
ためには、どんな係が必要ですかと問いかけることで、
今のクラスに必要な係について考えられるようになり
ます。

児童が目的意識をもって、学級に必要な係
を出し合うことが大切です。

学級会で決めたルールが継続しな
いのですが…

長期間行う活動は、定期的に振り返りを行い、「活動
の目標」が実現できているかどうかを確認することで、
成果や新たな課題を発見することができ、活動の継続
につながります。さらに、「活動の目標」が「中位目標」
の実現に有効であるかを検証できるようにすることも
大切です。

定期的な振り返りが大切です。

低学年担当ですが、活動が順調な係
とそうでない係があります。どうし
たらよいですか？

基本的には、児童の自主性を大切にします。しかし、自
分達では上手く進めることが難しい係に対しては、指
導者が活動内容の選択肢を用意し、児童が自分達で
選んで活動を進められるようにするなど、支援が必要
なこともあります。

順調な係は見守り、そうでない係には必要
な支援をしましょう。

課題解決の過程を重視
した特別活動を繰り返
すことで、児童の笑顔が
増えていきます！

研究内容の詳細、シート類のダウンロードはこちら

 「令和５年度 小学校特別活動プロジェクト研究」についての研究論文
 「あいであつめまシート」
 「ありがとうカード」

滋賀県総合教育センター

課題解決の過程を重視した特別活動において、自分の意見が大
切に扱われたり、仲間の意見を大切にしたりする経験を重ねたこと
で、安心して自分の考えや思いを伝え合う児童の姿が見られるよう
になりました。

https://www.shiga-
ec.ed.jp/www/contents/1
705980901015/index.html

https://www.shiga-ec.ed.jp/www/contents/1705980901015/index.html
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